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　In Japan, the Quercus戸hylliraeoides community is found mainly in the coastal district
within the area of the Shiia siedolどHi alliance, and is well developed also in Shikoku.　This
paper deals with this ｃｏｍ°unity in Shikoku from the standpoint of phytosociology･
　　Physiognomically, the Ｑ!ｔｅｒｍｓがりlliｒａｅｏｉｄｅｓcommunity can be divided into two types,
the Maquis-type and the Garigue-type, and the floristic composition of these two types of
the community is fairly di仔erent from each･ other as shown in Tables I －4. Notwithstand-
ing such physiognomical and floristic differences, these two types of the community should
be essentially included in one and the same association, and it is difficult to distinguish
them from thｅ　Ｑｍｒｃｕｓｐり峨ｒ。ｄｄ。Pi白砂（ｎｍ tobiｒａａｓｓociation described from Izu Penih-
sula by Suzuki and Ｈａｃｈｉyａ.7’8）
　　The climate of the district where thｅ　Ｑｕｅｒｃｕｓl･hｙlliｒａｅｏｉｄｅｓcommunityoccurs is generally
characterized by high precipitation and summer rain, although Lang's quotient may fall
below 1 00 at some places as in the district of the Inland Sea of Japan. The physiognomical
character of thｅ　Ｑｕｅｒｃｎｓl）りlliｒａｅｏｉｄｅｓcommunity resembles that of sclerophyllous forests
and scrubs which are found in the Mediterranean Basin and California, but this community
is, as already stated by Hatusima/' Suzuki,*' etc., quite different from them for the reason
just mentioned. In Japan, the Ｑｕｅｒｃｕｓj)りlliｒａｅｏｉｄｅｓcommunity is an edaphic climax in the
warm-temperate forest zone dominated by laurel°leaved trees, and the major en゛ironmental
factors for the establishment of this community should be the topography, the dryness of
the soil, and the influence of the wind.
　わが国のウバメガシ群落゛は硬葉樹林に近いものとして，群落学上からはしばしば論議されて
きたものである．ヴバメガシの分布については，すでに初島1）がくわしく報告し，そのさい分布
に関係ある環境因子ならびに群落型についてもまとめている．その後，群落学的研究としては，
鈴木及び蜂屋7) 8)が伊豆半島の.ウバメガシ林を調査して，これにウバメガシニトベラ群集の名を
‘あたえた．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●　　　／
　四国地方は，わが国でもウバメガシ群落のもっともよく発達している地域で，太平洋側，瀬戸
内側ともに各地に群落が見られ，高知営林局の植生調査3）によるとウバメガシを優占種とした群
落として，ウバメガシークイミンクチバナーヒメユズリハ群叢，クロマッーアカマツ一ウバメガ
シ群叢を記述している．後になって佐藤5）も室戸岬のウバメガシ群叢について述べ，また野本4）
は足摺岬のウバメガシ林を観察して，それがスダジイ群団内の土地的面相であり，形相の上から
見たマッキー型とガリグ型の群落と環境について轍告した．筆者10-14)も今まで瀬戸内側の一部
宇和島地方，室戸岬，足摺半島，沖／島などのウバメガシ群落について，主として組成の面から
＊ケウバメガシを合む
２ 高知大学学術研究報告第フ巻第９号
調査結果を紹介してきた．一方，吉岡17)はマ･ツ林の研究においてウバメガシを伴うマツ林の群
落について論じたなかに四国地方のものにふれている．
　このように四国地方のφバメガシ群落は，組成，祖観,丿環境などの面から，今までにその概要
がほとんど明らかにされているが，ここにそれらの結果を筆者の調査資料をもとにして総括しに
群落学的に考察したのが本報告である．この研究にいろいろと有益な御教示をいただき，また現
地での調査に御支援をいただいた多くの方々に深く感謝の意をあらわし.たい．
　　　　　　　　　　　　　　　　組成　と　相＼観
　ウバメガシ群落は生育地の環境により，相観と組成にかなりの差が見出される．相観上から見
れば，樹高の高い樹冠の密接したマ　ッキー型と∠樹高が底くやや散在した樹冠'をもつガリグ型の，
二つになる．これは野本４)が足摺岬で観察したごとダで，前者の場合では，すでに喬木樹種とし
てタブ，スダジイ４ヤマモモなどのクブ林ある賤はシイ林の林冠構成分子がかなりまじり，下生
構成もそれらの林に似てくるものがある．一方．,後者は海岸の急斜岩角地や風衝のはげじい極端
な立地条件のところに見られる溜木林で，前者とは異うた組成を見るごとか多い．また，このよ
うなウバメガシを中層木としたクロマツ林を海岸地方に見出すことはまれでない．ここではウバ
メガシ群落を喬木林，亜喬木林，泄木林，及びクロマ.ツを上層木とした林にわけて，与の組成と
相観を見てゆくことに:する．
　喬　木　林　マッキー型の群落であって，樹高は８ｍ内外，単位した樹幹あるいは株立ちなが
ら成育よぐ樹冠は密集す.る．．このような例の一つとして高知営林隨生調査報告3)でウバメガシー
タイミッタチバナーヒダユズリハ群叢とした，高知県南西岸の弦場鼻12)の保護林のＬ部での調
査結果を,まとめてみると第１表のように,なる．すなわち，樹高はフー10mのウバメガシの密生
Table l　の･･心りりlliraeo'.des forest at Gemba-hana.
　　　’｀　・　KocHi Pref.･(10 X 10m, 5 Q.)
した林で，これに･ところによりダブ，スダジイ
などか混じ，亜喬木層にはタイミンタチバナが
‾　　　　　　「白白　Ｆ.　　回非常!こ多く，スダジ゜イＴタイ･ミンタチバナ群隼
　　　　　　　　，　　　¬ｊの組成と似てくるか，随伴植物ははるかに少く
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　　　　　C.V. = coverage value, F = frequency
要約すると第２表のごとくである．
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･かう林床の発達Jも非常にわるい．しかし，や･し
　キー型のウバメガジ群落が常にこのような組成
゛七あるとは限らず，さらに複雑な組成の場合も
見られる．　土
入　亜･喬木林　樹高は８ｍ以下の亜喬木状の
　ウバメガジ林で,｀多くは4－5本の株立ちである
　樹冠は接し．あるいはやや疎開してマヅキー型
　に近く，またガリグ型に近い場合もある．この
　ような林は･，もはやクブ林はもとよりシイ林の
ｊ成立もまったく不可能な基岩の露出するところ
’や／ときに海岸の砂地にも見られる．太平洋側
，の高知県野根，室戸岬10)須崎，豊後水道に
面した宇和島11)瀬戸内側の屋島及び引田14)
で調査し九資料から主要な植物について組成を
亜喬木層はウバメガシ優占，ときに少数のクロアツがまじる．林床は疎開する場合もあるが，
四国の･ウバヅガシ
Table 2　Quercus pり11心臨de! scrub*
落･(山中)
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*6 stands in K6chi, Ehime, and Kagawa Pref
ときにヒトツバ，コウヤボウキなどが生ずる．
すなわち，須崎ではウバメガシーコウヤボウキ
soc,宇和島，引田ではウバメガシーピトツバ
soc,屋島ではウバメガシーテイカカズラsoc.
となっている．
　Shrub layer
Qμercus pりlUΓdeoid。
Ｒμ。sporum t必狸α
PaedeΓia scandens ｖ. mairei
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　　　　　“＊8 stands in Ｋ
　濯　木　林　樹高2―3m以下の濯木状のウバメガシ群落は，ひろく四国の海岸地帯に見られこ
とに室戸岬のごときは，このようなウバｙガシ群落が非常によく発達していて，強風をうける海
岸では0.5m内外の低鮫な集団が多い．このような群落を室戸岬10)室戸，．足摺半島12)･沖ノ
島13)など太平洋側の８地区で調査した結果の要約は第３表で=ある．
　湘木層はウバメガシに混じてトベラ，ネズミモチ，マサキ，マルバシヤリンバイ．ハマヒサカ
キなどの漣木が多く，林床値物は発達のわるい場合もあるが，ヒトツバ，‘タマシダ，ツワブ牛，
コウヤボウキなどの生ずることがある．岩上では多くウバメ･ガシーヒドッバsoc.で，室戸岬には
この型が多く，ウバメガシークマシダsoc.は砂の堆積したところに多く，ウバメガシーツワブキ
soc.は岩塊の露出の少い斜面に見られ，ウバメガシーコ,ウヤボ'ウキＳＯＣ.μ海に近い山腹に見られ
４ 高知大学学術 究報告　第フ巻　第９号
た．また沖の島のようにコシダ，スゲ類の優占するところもある.‘
　クロ.マツーウバメガシ林　喬木層にクロマツ，亜喬木層あるいは溜木層にウバダガシの優占す
る林で，このような林は四国の海岸地帯で各地に見られる営林局調査報告3)のクロマツーウ'バメ
ガシ群叢である．第４表は室戸岬lo),足摺岬1町宇和島1恍屋島14)であわせて５ケ所の調査結果で
Table 4戸inus thunbergii-QμεΓ回禄リ耀Γα,。Jj,パbrest*
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あるか，室戸岬ではクロマッーウバメガシーヒ
ドンバsoc,足摺岬附近ではクロマツＴウバメ
ガシートベラーツワブ午ＳＯＣ･，宇和島及び屋島
ではクロマッーウバメガシーコウヤボウキsoc.
であった．その他に吉岡17)は室戸岬でクロマ
,ツーウバメガシーツワブキsoc.を，宿毛ではク
ロマッーウバメガシーヒトッバsoc.を報告して
いる．このように上層にク６７ツをともなった
マッ型の林であるほかは，林内の組成と相観は
ウバメガシの亜喬木林あるいは溜木林と本質的・
にまったく相違はない.
'上に述べたようなウバメガシ群落の祖観と祖
成，ならびに今までわが国の他の地方から.知ら
れている群落構造をたがいに比較した場合，相
観的にも二つの型があり，組成的にも地域によ
り環境により多少の差はもちろん認め.られるが
本質的に群集を区別するにたる資料は;･いまだ
に見出し得ないﾝ鈴木及び蜂崖7･8)の｀ウしりガ
シートベラ群集を組成の上からは．,四国地方の
ウバメガシ群落にあてることが，現在までの調
査結果からは無理を生じないものと思われる．
また，鈴米7)はごの群集=をズダジイ群団に入れ
ているが，やはりウバメガシ群落をスダジイ群'
団か,らきりはなすことは，考慮の余地か大いに
あると思う．おそらくこれらについては，今後
の問題となる点が多いと思われ，またさらに，
吉岡17)のクロマッータブ群叢のウバメガシ異
相にあたるマッ型の喬木層をもっ林に,ついても
,あわせて考える必要があると思われるい　y／　.
　　　環　　境
　わが国のウバメ.ガシ群落は，地中海あるいは
カリフオぷニア地方の硬葉樹林とよく比較せら
れるが，その成立環境としては，わが国のウバ
メガシ群落が夏に雨の多い温暖な地方に見られるのに対し，後者は降雨が冬に多い地方に見られ。
環境め上からはこ,れらは性質を異にしていると考えられている1･6)｡したがって，ウバメガシ群落
の成立に気侯の影響はもちろん無視できないが，一面土地的な環境因子の重要性は，わが国のウ
四国のウノぐメガシ群落（山中）
５
バメガシ群落の場合には，大きくうかびあかってくる問題である．
　気侯的には，ウバメガシのわが国における分布は暖帯に限られていて，しかもスダジイ群団の
領域内でさらにその範囲はせまくなって,年平均気温15°－120°の間の日本海側を除く地域である．
しかし，現実にウバ,メガシ群落の発達には乾燥が非常に問題になる．ランクの雨量係数100は喬
木林の成立限界とされ，そこにウバメ型の林がスダジイ群団の領域内に見られる可能性はあり，
現に瀬戸内側では雨量係数100を下り，宇和島でも100に達しないj　しかし一方，室戸，足摺のよ
うに太平洋側で年間2000mmをこす降雨かおり，雨量係数100をはるかにこす地域にも，ウバメ'
ガシ群落が旺盛叱発達しでいることは，気温と降木量のみからは説明することはできず，やはり
土地的なものの重要性を考えなければならないが，この土地的要因とあわせて気候的因子として
の風の影響が無視できない1･２).風が湿性な空気を乾性的にするとともに，風による機械的な植物
屏落への働きかけは大きく，群落の形相に･もｍ要な影響かおる．室戸岬のようにウバメガシ群落
の異状に発達した地域を例にとるまでもなく，常に強風にさらされる海岸ではガリグ型のウバメ
ガシ群落となり，その背後で風の影響の緩和されたところではマッキー型の林となっている．も
しも気候的要因のなかで，ウバメガシ群落に直接重要なものを考えるとすれば，局地的な風の影
響を指摘することは，けっして誤づてはいないと思われる．
　土地的要因のうち，地質はまず問題ない．ただここに興味あることは，徳島県那賀川ぞいの地
域にウバメガシの群生するところのあることで9･15･16)一部には蛇紋岩が露出し，そこにもよく
ウバｙガシが茂っているが，この場合も蛇紋岩上･のみとは限られていない．ただ蛇紋岩地帯に内
陸分布をする値物の見られることは事実であるか，これも主として土地の乾燥その他の物理的環
境が重要視されなければならないと思う.，急峻な地形や乾燥しやすい土地条件の場所では，　ウバ
メガシはかなり海岸からはなれた内陸分布をすることは稀でなく，香川県地方や愛媛県岩屋山の
場合などもその例であり，直接地質及び母岩の化学的性質との関係を深く考慮しなくてもよいと
考える．したがって残る問題は地形と土壌である．
　地形か急峻で基岩の露出する浅土のところ，断崖などでは，喬木林の成立はまったく阻まれて
ウバメガシ群落が見られる．またしばしば乾燥しやすい砂地にも発達する.このような環境のと
ころでは，それにともなって風の影響も大きく，けっきよくこうした地形と浅い土壌と土地の乾
燥が，風の影響ともあいまって，ウバメガシ群落の成立に重要な因子となっていると思われ，こ
とに太平洋側に発達するウバメガシ群落の場合はこの事実をつよく考えざるを得ないことであり
初島1)，野本４)，鈴木等8)の考察と同じである．また瀬戸内海地方で，ある程度の乾燥気候の影態
を認めることはできでも，なおかつこの地方でも気候的に常緑広葉樹林の成立することは4)，ウ
バメガシ群落の土地的極相としての性格をつよく意味するものと考えてよいであろう．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　約
　四国地方の海岸には，ウバメガシ群落がよく発達しているか，現在までの調査資料をまとめて
群落学的考察をおこなった．このウバメガシ群落は，相観の上からはマッキー型とガリグ型が認
められ，またしばしば喬木層にクロマツをともなう．組成の上からは，ウバメガシートベラ群集
と本質的には区別できなかった．
　環境要因として重要なのは土地的条件で，特に地形の影９と土地の乾燥が問題となり，またそ
れとあいまって風の影響を重視すべきであると思われる．要するにウバメガシ群落が，スダジイ
群団の領域内での土地的極相であることをあらためて確認したが，これとスダジイ群団との関係
は，今後の検討を要する問題か残っている.･
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